
令和８年３月２日  

雨 水 流 出 抑 制 対 策 の て び き 

１ 目 的 

毎年、各地で集中豪雨や台風による水害が発生し、貴重な財産が失われています。 

葛飾区では、その地勢から雨水は自然排水が出来ず、降った雨は全て下水道施設が担っています。 

そのため、降雨時の下水道への負荷を減らすため、雨水流出抑制施設の設置についてご協力をいただい

ております。条例※に基づく集合住宅の建設や新しく宅地開発を行う場合、あるいは 300 ㎡以上の敷地に住

宅の新築・増改築、又は倉庫、駐車場、工場、店舗、墓苑等を建設する場合、その敷地の規模に合わせて、

雨水の流出を抑制する施設を設置するようお願いしています。 

（１） 条例※に基づく集合住宅については、敷地面積にかかわらず全て義務付けられております。 

※葛飾区集合住宅等の建築及び管理に関する条例（雨水流出抑制については第 20 条に明記） 

（２） 公共施設については、敷地面積にかかわらず全て設置対象となります。 

（３） 宅地開発の場合は、開発道路の透水性舗装をお願いしています。 

 

２ 雨水流出抑制施設 

浸透トレンチ 

（浸透ます） 

雨水を浸透トレンチ内に貯留、または地中に浸透させ流出量を低減し、オーバーフロ

ー分を下水道に放流する。 

透水性舗装 雨水を舗装部分に浸透させ、流出量を低減する。 

貯留施設 
降雨時の雨水を一時貯留する施設であり、下水道の流下能力を考慮した排水ポンプ

等で排水設計を行い、雨水の流出をピークカットする。 

 
３ 雨水流出抑制施設の設計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 工種別の流出係数 

工 種 面 積 流 出 係 数 

屋根、一般の舗装、コンクリート等 A1 C1＝0.90 

透水性舗装（透水性のｱｽﾌｧﾙﾄやｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ）、 

グラウンド、屋上緑化（立体型花壇は除く） 
A2 C2＝0.40 

緑地、砂利敷、裸地等 A3 C3＝0.25 

※緑地面積の算定にあたっては、緑化計画書（葛飾区緑の保護と育成に関する条例に基づく届出書）の 

緑化計画図及び緑化面積との整合をとること。 

設計条件の整理 

流出雨水量（処理

すべき量）の計算 （計算式） Q ＝ A０ × I × （ C0 － 0.50 ） 

Q：流出（処理すべき）雨水量、 A０：敷地の面積（㎡） 

I：時間雨量（50mm）、 C0：平均流出係数 

工種別の面積（表１参照）を求積し、下式より平均流出係数を算出する。 

（計算式） C0＝（A1×C1＋A2×C2＋A3×C3）÷A0 

雨水流出抑制 

施設の設計 

流出雨水量（処理すべき量）を上回るよう、抑制施設（処理量）を設計する。 

流出雨水量（処理すべき量） ≦ 抑制施設の設計処理量 

事業敷地面積や土地利用状況等の設計条件を整理する。 



４ 雨水流出抑制施設の計算例 

敷地面積  A0：500 ㎡       屋根面積          A１：250 ㎡  （C1=0.90） 

駐車場（透水性舗装）  A２：140 ㎡  （C2=0.40） 

緑地・砂利敷        A３：110 ㎡  （C3=0.25） 

上記の事例において、浸透ます・浸透トレンチによる雨水流出抑制方法を採用した場合 

１) 平均流出係数の算出 C０ 

C０ = ｛(A１×C１)+(A２×C２)+(A３×C３)｝÷A０ = ｛（250×0.90）+（140×0.40）+（110×0.25）}÷500 

= 0.617 (少数第４位切捨て) 

２) 浸透すべき水量（処理すべき水量） Ｑ m3 

Ｑ = A０×0.05×(C０-0.50) = 500×0.05×(0.617-0.50) = 2.93 m3 （少数第３位切り上げ） 

３) 浸透ますの合計浸透量を差し引く。（P1 型を２個設置の場合） 

Q1 = Q-（0.24×2） = 2.93-0.48 = 2.45 m3 

４) 浸透トレンチの必要延長 L０ m（T1 を使用した場合） 

L０ = Q1÷0.22 = 2.45÷0.22 = 11.136 ≒ 11.14 m 

【排水経路の概略図】 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（排水設備の凡例）         ：浸透トレンチ       ：排水管 

             ：浸透ます     ：雨水ます    ：たて樋 

※東京都排水設備要綱（東京都下水道局）に基づき、排水設備を設計してください。 

※排水経路図は敷地内の排水設備から敷地外の公共ますまでを図示してください。 

注１） 各工種の面積計算及び浸透トレンチ延長は、図面により確認しますので、色分け、求積方法（三斜

求積）、寸法等の明記をお願い致します。 

注２） 地下水面は、浸透能力に影響を与えるので、地下水位（宙水位）と浸透施設底面までの距離は、 

0.5ｍ以上の離隔を確保してください。また、地下水位については、確認のためボーリングデータ等の

根拠資料をつけてください。 

注３） メーカーのカタログ値（処理能力）を採用する場合は、事前にお問い合わせください。（東京都雨水貯

留・浸透施設技術指針に基づく浸透量の算出において使用する係数値が葛飾区で異なるため。） 

注４） 貯留施設の排水設計は、下水道への放流量を 2.00ｍ3/min/ha 以下に抑制してください。（ポンプを

採用される場合は、計画書にポンプの性能曲線や運転方法、構造図も追加してください。） 

注５） 貯留量は、算出した必要数量の 1.2 倍以上の容量を確保してください。 

注６） 敷地内に降った雨水の表面排水については道路へ直接流出しないように、敷地内で処理をしてくだ

さい。 
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浸透ます(丸ます) 

型番 ますの径 

a (mm) 

ますの深さ 

 b (mm) 

高 さ 

 ｈ (mm) 

掘削辺 

c (mm×mm) 

設 計 処 理 量 

   (ｍ3) 

P1 300 500 600 600×600 0.24 

P2 400 600 700 800×800 0.40 

P3 500 800 800 900×900 0.56 

 

                                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           断面図                            平面図 

 

浸透トレンチ（１ｍあたり） 

型番 管径 

a (mm) 

高さ 

h (mm) 

施設幅 

c (mm) 

設計処理量 

（ｍ3） 

T1 150 600 600 0.22 

T2 150 750 750 0.30 

 T3 200 750 750 0.31 

※集水面積（敷地面積）が600㎡未満のときは、管径150mmの浸透トレンチを採用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          断面図  

 

問い合わせ先 ： 葛飾区都市整備部調整課事業調整担当係（水防担当）        03-5654-8374 
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